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中性子回折実験において得られた逆格子空間での情報から実空間での磁区構造を再構成することは、磁化

過程の解釈に有用である。しかし、位相情報が欠落しているため、磁区構造への再構成は困難である。そこ

で回折データ分析に広く用いられ、３次元構造モデルの再構築にも利用されているリバースモンテカルロ法
1,2)を用いた磁区構造の可視化を試みた。これまで、実空間像として、ストライプ構造や迷路構造を仮定し、

リバースモンテカルロ法により、磁区構造の再構成を試みてきた。ボルツマン関数を用いたシミュレーテッ

ドアニールの手法を取り入れることにより逆空間像と一致する磁区構造を得ることはできた。しかし、位相

情報の欠落が原因で、磁区構造にずれが生じてしまう結果となった。そこで、逆空間像を拡張することで、

実空間の位相のずれを回避する方法をリバースモンテカルロ法に取り入れた。実空間像と逆空間像を拡張し

た際の関係性から、未知の領域の算出方法を検討した結果、隣接する既知の値の平均を使用することで、Fig.1
の計算結果に示すように実空間像における位相のずれを改善することができた。今後、さらに有効な手法を

検討する予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.1 拡張フーリエ像を用いたリバースモンテカルロ法による計算手法と結果 
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